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第5回企画！
旧目は杉並の原水禁署名運動の歴史を、2回目は杉並区の税金の使い道を、3回白は

貧困問題、さらに4回目は築地“豊洲問題に迫り、5回目の企画はコレ！

草木もなびくよ～♪と歌われたのはかつての佐波ゐ金山。
築地から豊洲への移転「決定」を延期したことに多くの都民が拍手を送り、そ
の追い風は「飛ぶ鳥を落とす勢い」とも。草でも木でもないけれど、小池百合

子さんへの追い風に乗る都議会議員がかつての反対派も

【都民ファースト】という風は、どこへ向かって吹いていくのでしょう。

風は魔物！郵政選挙で小泉チルドレンを大挙当選させた小泉政権、石原
独裁と言われた石原郵政、「－強」となった安倍政権‥・、風や雰囲気で決まっ
た選挙の後、小さな声が消されてしまう独裁的な政治がはじまっていませんか。

築地市場はどうなる？　莫大株がlシビック費用の負担は？　賓田や広が

る格善の閏趣、数育環嫁の苦悩など、まった株し！の大問題を抱える東京、

その未来を風に託すのは危険では？？　そこで5回目は都政を見つめ考えて

いる方として、宇都宮健児きん（弁護士）をお呼びし、小池都政置東京の現状
t未来について話していただきます。いつものように率直な質疑応答を通じて、ご

一緒に都政を考えてみませんか。どうぞ、ご参加ください。お待ちしています。
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学びと行動のぺ”スキャンプ
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にご参加を廿二

陣がいを持つ多くのひとびとの命が奪われるという痛ましい事件が相模原で起きました。

平和と基本的人権、民主主義という日本国憲法の理念がゆらぎ小さい声が肖され、社会が壊れるような

不安を感じるひとが増える一方で、社会のことはお上にお任せというひとも少なくないのではないでしょう

か。

わたしたちが住む杉並はどうでしょう。日本国憲法の精神が生きているでしょうが。

わたしたち杉並の住民有志は特定秘密保護法案が上程されたときから、「秘密保護法に反対する杉

並アピー）鴫を発表し、声をあげてきました。2013年12月6日に強行採決されてからは、毎月6日前後に超党

派の杉並区議会議員のみなさんと一緒に、秘密保護法の廃案を求め、区内駅頭で訴え続けています。

その後、安保法案の強行可決、住民を無視した沖縄の基地建設強行、メディアへの政治介入、原発の再

稼動、若者たちを襲う更なる貧困、子育てや介護が一層、困難になっているなど、問題はより深刻になって

います。

わたしたちは無力なのでしょうか？　そんなことはありません。今から60余年前、1954年、アメリカの水爆

実験で第五福竜丸など多くの船が被ばくした事件（ビキニ事件）をきっかけに、3200万筆を超える署名が集

まりました。中l高こなったのは、杉並で地道な活動を続けてきたひとたちでした。商店街の魚屋さん、読書

会や勉強会を開いてきたひとたち、子育て中のお母さん…、地域のひとたちがつながりあい、その輪が全国

に広がり、大きな力となりました。杉並の住民が発信した誇るべき歴史です。わたしたちはこの出来事をヒン

トに、地域から声をあげていこうと「フォーラム杉並」を立ち上げることにしました。

“フォーラム杉並”は、

1、地域に根ざす学びと行動のベースキャンプです。いつでもだれでも参加できます。

2、日本国憲法の理念を柱に、杉並や日本、世界でおこっていることを共に考え発信します。

3、人々のつながりと対話の中に難問を解く鍵があると信じ年齢、性、立場を超え、多様な対話をすすめ、

小さな声に学び、未来をひら〈ヒントをさがします。

「どこかに答がある？」わけはありません。だからこそネットワークを広げ、情報を共有し、一緒に探し、

歩んでいきませんか。

2016年10月1日発足

★フォーラム杉並は2カ月に一回をめどに、さまざまな企画を立てています。今後の企画も魅力一杯です。

フォーラム杉並では、今後の企画についてのご意見やご一緒に立案して下さる方を求めています。

また、情報の共有を願い、今後の企画・予定等をメールやF飯でおしらせしています。

希望される方は、集会当日、スタッフにお申し出いただくか、アンケート用紙にこ記入下さい。

御参加をIDより、お待ちしています。

フォーラム杉並世話人事務局
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永田浩三、中村松三、鴨島恵美子、林知子、深野和之、丸浜江里子、三上昭彦、山田星河


